
  

  

工学部 情報システム創成学科 

  

  

情報システム創成学科は，数学や理科の基礎科学のみならず社会や文化などの文系の知識を併せ持ち，社会的責任感

と倫理観を持って新しい社会を創成できる，情報やコミュニケーション技術を基盤とした数理的素養とシステム開発力

を備え，そのための支援技術や管理技術を身に付けた技術者及び研究者等の人材の育成を目的とする。 

 

  

  

本学の教育目標及び本学科の教育研究上の目的等を踏まえ，情報システム創成学科では，情報システム開発技術者を

育成することを，教育の究極の目標としています。 

あらゆる分野で高度な情報システム技術が利用される現在においては，真に役立つ，人と社会を結ぶ情報システムを

創造することが必要です。情報システム創成学科は，理系に強い学生が社会マインドを身につけながら，未来の情報化

時代に活躍できる情報システム開発技術者を育成し，新たな情報化時代へ，送り出します。情報システム技術者には，

数理的素養やシステム開発力はもちろんのこと，コミュニケーションによる相互連携力や責任感，倫理観も必要です。 

本学科では，講義型科目や創成能力教育科目であるグループ学習型科目とプロジェクト達成型科目を適正に配置し，

情報システム技術者に必要な能力を涵養することを，教育目標として定めます。 

 

  

  

本学科の教育理念の下に，卒業要件単位を修得した者は，次に掲げる素養及び能力を有していると判定され，学士（工

学）の学位が授与されます。 

１．伝統と文化についての教養・自己を表現する能力・コミュニケーション能力を有し，これらを他者との協同作業に

活用できる理解力と表現能力を身に付けている 

２．自然科学・情報コミュニケーション技術・工学解析・意思決定についての基礎知識を有し，これらを問題解決に活

用できる分析力と応用能力を身に付けている 

３．問題を発見し解決する能力を有し，この能力を社会・産業システムの設計に活用できる。そして，卒業後も継続的

に自己研鑽に努め，新しい社会の創成に主体的に参画していくことができる設計力と評価能力を身に付けている 

 

  

  

「自ら学び，自ら考え，自ら新しいシステムを創り出す」人材が輩出するよう教育課程に工夫を凝らすとともに，学

生が互いに刺激しあいながら学習できる体制を整え，工学基礎知識及び思考力・表現力に裏打ちされた数理的素養と開

発力を備えた情報システム技術者・研究者等を育成するため，本学科では以下の科目群を設置，編成しています。 

デザイン・ソフトウェア・コンテンツ等の製品価値を生み出すシステムインテグレータや，ニーズの高い情報システ

ムを構築する情報技術者等，数理的素養とシステム開発力を備えたシステム技術者を育成します。社会的マインドを身

に付け，技術的なアプローチも修得することができる教育を実施します。これを実現するため，次のような互いに関連

しあう２本の柱で教育課程を構成します。 

１．専門知識の獲得（選択科目群）  

・情報環工学：情報システムを実現する応用力を身に付けます。 

・最適化科学：システムづくりを支える数理科学等の基礎学力を養うとともに，システム思考を身に付けます。また，

問題解決の具体的な要件を決定して，これをモデル化し，最適化するための基礎知識を学習します。 

・知能社会システム：社会の成立ちと仕組みに関する一般知識を身に付け，システム開発の流れについて学び，演習

等で実践的に応用力を養います。また，さまざまな組織を合理的かつ効率的に運営するシステムを対象として，そ

の開発・運用に必要な管理技術を養います。 

２．創成能力の修得（必修科目群）  

・グループ学習型科目：表現力・思考力・分析力等をはじめとする学修の下地を作り，将来設計のための自己分析能

力等，育成を支援します。「ＦＹＳ（ファースト・イヤー・セミナー）・コンピューター科学」・「工学基礎演習Ⅰ・

Ⅱ」及び「工学特別演習Ⅰ・Ⅱ」を第１～６セメスターに連続的に配置します。 

・プロジェクト達成型科目：教員と学生の双方向コミュニケーションを通じて，問題解決能力を研鑚します。これに

教育研究上の目的  

ディプロマ・ポリシー (学位授与の方針) 

カリキュラム・ポリシー (教育課程編成・実施の方針) 

教育目標  



  

  

より創成能力の育成と科目間の一体化，修得知識の理解を深めます。「コースワークⅠ～Ⅷ」を第１～８セメスター

に連続的に配置するとともに，４年次にこれらの集大成として「卒業研究Ⅰ・Ⅱ」又は「卒業制作Ⅰ・Ⅱ」を履修

します。 

 

 




